第１８回　第５部会（都市整備）

（第１０回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年５月１２日（月）午後６時００分～午後８時１５分
出席者：和田浩一、石亀裕、南部敏子、小笠原春一、近井一夫、佐藤逸夫、永田政治
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査、
内　容：１．会議内容　
　　　　　（１）条例の素案について
２．次回開催日、議題についての確認

配付資料：●緑化条例の他市の状況

１．会議内容

（１）条例の素案について

　□　・環境保全市民会議メンバーから素案に対する意見書が届いているので概要を紹

介します。
　　　　「○第１章　
・責務の対象を明確にするため、対象を具体的に市役所、事業者、市民とした方が良い。
　　　　　　・協議会等を設置する場合は、その役割を規定すべき。
　　　　　　・各活動の主体者の責務を規定すべき。
　　　　　○第２章

・景観・緑化に関する課題や解決のための取り組みは、既計画の「都市計画マスタープラン」、「景観形成基本計画」、「みどりの基本計画」に詳細に記載されている。また、「環境基本計画」には当会議で議論されている内容は記載されている。同じような議論にならないためには、メンバー各位が計画をよく読む必要があり、条例内容を同じレベルにするのか、計画の具体的実現方法を規定するのかを明確にすべき。
　　　　　　・事業を実施する場合の計画段階からの適合性の検討や達成状況のチェ
ックの仕組みづくりや協議会の役割を明確にする必要がある。
　　　　　　・この条例と関係する他条例との関係図の作成。
　　　　　　・条例が意図することを達成するための仕組み図の作成。」
　　　・第２条に掲げているとおり、理念や取り組むべき内容は３つの計画に記述、
位置付けられており、それを実行に移すためのルール、仕組みを確実なもの
とするため条例に規定する。ということになると考えている。
　　　・第２章から第４章は「景観形成基本計画」で掲げられている「方針を達成す
るための具体的展開」から引用している。

・計画書では、◆（自然を守り育てる）についての具体的展開として５項目を挙げている。
　　・市街地を囲む傾斜地については、法的な規制などにより、その植生や地形を保全します。
　　　　　　　・札内地区の牧草地など丘陵地に広がる雄大な田園風景は、貴重な景観として保全を図ります。
　　　　　　　・河川の整備においては、河畔林を保全するなど周辺環境に配慮します。
　　　　　　　・道路の整備においては、自然への影響の少ないルートの選定や工法の採用など自然環状との共存と調和に配慮します。
　　　　　　　・海辺においては、海浜植物や防潮林の保全と育成を図ります。
　　　・どのように、貴重な景観・自然地域を指定していくかですが、我々がここで
指定するのではなく、それを指定する組織を作らなければならないと思う。
　　　・札内台地にパッチワークを作る話があったが、田園風景を守りながらという
ことになると思う。現行法律では札内地区にかけられている規制はどういう
内容なのか。
（事務局）・札内地区は、都市計画法による市街化調整区域として指定している。市街
化調整区域は、市街化を抑制し農地や自然などを保全する区域として、原
則開発を行うことができない地区である。
　　　　・法で開発基準が定められており、大雑把に言うと農業関連以外の開発には
厳しい制限があり、北海道の開発審査会の審査を通らなければ開発はでき
ない地区である。
　□　・現行の法律の中では田園風景は守られるが、条例で指定することにより確実
なものになるのではないか。
　　　・鉱山地区は都市計画の網がないので、建物を建てるのは可能であり、自然を
将来に渡ってそのまま守って行くことは難しいと思うが、守るためにはどう
いうことが必要であろうか。
　□　・景観を保護するというのは、今あるものを守るのか、作りながら守っていく
方向なのか理解していないが、亀田公園はまだ改善の余地はある。富岸川両
岸にツツジ並木、散歩道など人工的に手を付けてみたらどうかと思う。
　　　・全国的な視点で見て、温泉は別にして市内には何もないと思える。全国に発
信できるものが欲しい。
　　　・継続した公園づくり、まちづくりは１００年の体系という発想が必要と思う。
将来の展望が必要で、長い年月をかけて整備をしていけば年間の支出は押さ
えられるはずだ。
　□　・それぞれ地域の状態により、そのままを残す場合、多少手を加える場合、大
きく改善しなければならない場合がある。区分けしながら対策を考えていか
なければならない。
　　　・今言われた長期的な視点を持つためには、行政だけではなくその役割を持っ
た組織が必要になると思う。事業者、行政、市民が一体となった組織が必要
になるのではないか。
　□　・机上論だけではなく、実際に施設を管理している方をその組織に入っていた
だくことも必要ではないか。
　□　・キウシト湿原の散策会に参加したが、保護すべき湿原に人を入れることは傷
めることにならないのだろうか。ホタル観察会も同様に思う。
　　　・保護するためには、家庭排水をきれいにする、湿原に排水を入れないなど、
湿原の水質を悪化させないよう周辺住民に対する啓蒙が必要。
　　　・自然を守ることと発展させることを既存の守る会が中核になって進めていく、
ない場合に新たに組織化を図れば良い。
　□　・守る会は任意のボランティアであると思うが、行政との関係はどうなってい
るのか。
（事務局）・守る会というのは、キウシト湿原の会と言うが、湿原の会が最初に発見し
行政が後追いで後押しをしている。
　　　　・会では将来の湿原のあるべき姿像を持っており、それを行政が聞きバック
アップしている。
　　　　・４月に、湿原を将来に渡って保全するため特別緑地保全地区に指定した。
指定により、湿原内の建築行為や木などの伐採の行為をする場合には許可が
必要になる。湿原を守る行為以外は実質できなくなった。
　　　　・湿原は、保存すべきエリアと見学エリアを区分して、見学エリア内を散策
してもらっている。

・会の意見を大前提に事業に取り組んでいる。
　□　・時間と共に湿原は無くなってきている。湿原を保全するためには将来に渡っ
てずっと笹を刈っていかなければならない。
（事務局）・湿原の植生を変えないために笹刈りを行っている。年々減ってきている。
　　　　・抜本的には湿原内の水位を上げることが必要である。
　□　・例えば、会の思いこみが強い場合、一般市民と考えや見方が違うことがある
と思う。この区域をどうすれば良いのか、市全体としての考え方を議論する
場が必要になるのではないか。
　□　・亀田公園はかなり整備がされてきている。公園管理人もおり、郷土資料館に
もたくさんのボランティアが登録されている。既存の人・組織を中心に組織
作りできるのではないか。
（事務局）・亀田公園は、指定管理者制度により市が民間に管理を委ねている。民間の
知識・発想を活用した管理・運営をしていただくことを目的にしている。
　□　・既存団体のネットワーク化、活動をさらに活発に進めていただけるよう、組
織を条例に位置付け、活動の後押しをすることができるのではないか。
　　　・鉱山地区は都市計画法の網がかかっていない地区で、札内地区と違い自由に
建築行為が可能と聞いているが、鉱山地区を現状のまま保全するための規制
方法として何が考えられるか。
（事務局）・鉱山地区は整備・開発・保全する地域以外の地区として、都市計画法の対
象外になっている。このため、地区内では建築行為や開発行為が一定の基準
はあるが一般的な建物は許可なく行為は可能である。
　　　　・規制をかける方法として、準都市計画区域の指定の方法がある。指定する
ことにより、建築基準法の適用や開発行為を行う場合は許可が必要になる。
　　　　・また、都市計画の提案制度が新たに創設された。土地所有者やまちづくり
NPO法人などが、都市計画に関して道や市に提案できる制度で、従来、行政
が案を作り、審議会に諮り、市民等に意見を求める方法が一般的な手続であ
ったが、土地所有者等が案を作り道や市に提案することが可能になった。
　□　・行政中心で行ってきた施設整備・管理の公的資金が先細りの状況で、資金が
無くても機能できる組織を条例に位置付ける。その組織の活動により市民意
識もまた変えていけるのではないか。
　□　・キウシト湿原を保全していくためには、ヨシや笹の除去や水位の確保など財
源の保証が必要になる。
　　　・３つくらいのジャンルに分けてはどうか。亀田公園のように人工的に作られ、
これからも手を加えていく区域、鉱山地区のように今のままを保全する区域、
キウシト湿原のように生物を大事にする区域。
　□　・天然のもの、程々手を加えるもの、全く人工的なものを分けないといけない。
　□　・自然や緑以外にも、看板類の整理や家庭緑化のこともあり様々な分野がある。
　　　・条例で、個々具体的な場所をこれはこの様にしますという風には定めないで、
それを議論する市民・専門家・ボランティア活動家などが参画する組織を位
置付けるのが条例であると考えている。
　□　・条例は個別ではなく、大雑把に地域毎の方向を定め、詳細は細則などで定め
ていくのが良いと思うが。
　□　・鉱山地区をどうするかなどの個別具体な掘り下げを、市全体の視点で議論し
ていく組織を条例で位置付ける、と考えたい。
　□　・個別の具体的な実例の方が意見が出やすい。第２章の◆毎にマッピングして
いったらどうだろうか。
　□　・条例に組織を設置する条項を定め、その組織で具体な議論をしていく方法と、
ここで詳細を詰めて条例に反映させる方法がある。
　　　・しかし、３つの計画には地域毎の特性、方向性が既に示されている。この計
画を達成させるためのルールを条例として定めることと考えている。
２．次回開催日、議題についての確認

　□　・みなさんには３つの計画の概要版が配られているが、その中では詳細は触れ
られていない。本書に記載されているので、今回議事録と一緒に本書の該当
部分を送付する。
　　　・第２条にある計画を実行するためのルールや仕組みづくりを形にしていく、
文章化する、それが条文案になる。あとは、専門の行政の方で成文にする、
と言う流れになると考えている。
　　　・次回の議題は、３つの計画の本書を読んでいただき、再度第２章について話
し合いたい。
　５月２６日（月）、午後６時から、市役所２階　第２委員会室

　
　議　題：第２章について
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